
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年４月３０日、ＪＲ東日本は２０２４年３月期決算を発表しました。決算は１月３１日に行われ

た業績予測の上方修正を上回る結果となりました。 

会社はこの業績予測と実績との差異を「売上高の増加に

加え、冬季における除雪など経費が減少したことなどから

…前回予測を上回りました」と発表しましたが、予測を上

回る業績を作り出したのは職場の努力の結果です！ 
 

■２０２４年３月期決算（単体） 

 業績予測（Ａ） 業績予測（修正後） 実績（Ｂ） （Ｂ）―（Ａ） （Ｂ）/（Ａ） 

営業収益 １９６９０億円  １９７８０億円  １９８７２億円  ＋１８２億円  １００．９％  

 運輸収入 １６７７０億円  １６７７０億円  １６７６５億円  ―  ５億円  １００．０％  

 その他収入 ２９２０億円  ３０１０億円  ３１０７億円  ＋１８７億円  １０６．４％  

営業費用 １７９２０億円  １７６００億円  １７３３４億円  ―５８６億円  ９６．７％  

営業利益 １７７０億円  ２１８０億円  ２５３８億円  ＋７６８億円  １４３．４％  

当期純利益 ８３０億円  １１２０億円  １４６６億円  ＋６３６億円  １７６．６％  
 

 

 

 

社員一人当たりの売り上げは、ＪＲ発足当時に約１８９４万円でした。その後、効率化や社員数の減少に

より上昇し、コロナ前の２０１９年の約３８７４万円が過去最高となっていました。２０２４年３月期決算

では、社員一人当たりの売り上げはコロナ前を上回る約４５１６万円となり、過去最高を更新しました！ 
 

 

 

 

 株主配当金の期末配当は、５５円で予測されていましたが２０２４年１月の業績の上方修正時に７０円へ

引き上げられました。しかし、決算の発表に伴い、さらに引き上げられ８５円となりました。コロナ前（20.3）

は８２．５円ですので、コロナ前を超え、過去最高の期末配当となります。 

 ８５円の期末配当は金額にすると約３２１億円となり、５０円であった前期との比較では約１３２億円も

の増加となりました。 

 

発行責任者 佐藤英樹 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

ＧＷの予約状況はコロナ前を超え、決算は 

業績予測の上方修正を上回る結果でした。

本来であれば、このことは夏季手当の支給月数を

決める重要な要素となりますが、春闘と同時議論

したことにより、要素となりませんでした。春闘

と夏季手当の同時議論の弊害が発生しています。 

 


